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令和８年度予算編成について 

 

我が国は、国際情勢の不確実性や物価高、生産年齢人口の本格的な減少に伴うリスク

や課題を抱えており、政府はこうした環境下にあっても持続的な成長を実現するため、

「経済財政運営と改革の基本方針2025」に基づき、政策の具体化に向け取り組んでいる。 

本市においても、直面する課題に対応しつつ、基礎自治体として市民に行政サービス

を安定的に提供し、持続可能で活力あるまちづくりを進めていく必要がある。 

今後も、人件費や物価、金利の上昇などにより経常経費は増嵩し続ける懸念があるた

め、令和８年度予算編成においては、国の動向を十分に注視し、限られた財源の中で最

大の効果が得られるよう、施策・事務事業評価の結果やサマーヒアリングでの議論など

を踏まえながら、中長期の視点で事業の取捨選択を進めるとともに、生産性向上や業務

の省力化に資する視点を持って予算を編成されたい。 

なお、令和８年度当初予算は、改選期にあたることから、義務的経費や継続事業を中

心とした骨格予算を編成することとなるが、市民生活に影響が出ることが無いよう留意

すること。 

 


